
様式第６号（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

　静岡県生活交通確保対策協議会長　様
御殿場市長　勝　又　正　美

令和8年・令和9年・令和10年度の生活交通確保計画案を作成したので、提出します。

経過地 運行形態

現行 6:50～19:05

令和8年 6:50～19:05

令和9年 6:50～19:05

令和10年 6:50～19:05

現行 7:10～18:00

令和8年 7:10～18:00

令和9年 7:10～18:00

令和10年 7:10～18:00

現行 7：00～18：40

令和8年 7：00～18：40

令和9年 7：00～18：40

令和10年 7：00～18：40

現行 7:00～19:00

令和8年 7:00～19:00

令和9年 7:00～19:00

令和10年 7:00～19:00

欠損額
競合区間の
カット額

ａ ｂ

(km) (回) (人) (人・回) (km) (km) (千円) (千円) (千円) (千円)

現行 21.8 5.0 5.6 28.0 79,570.0 0 37,806 23,739 △ 14,067 0

令和8年 21.8 5.0 5.6 28.0 79,570.0 0 38,109 23,739 △ 14,370 0

令和9年 21.8 5.0 5.6 28.0 79,570.0 0 38,109 23,739 △ 14,370 0

令和10年 21.8 5.0 5.6 28.0 79,788.0 0 38,214 23,804 △ 14,409 0

現行 11.8 8.1 4.3 34.7 69,679.0 0 33,106 18,537 △ 14,569 0

令和8年 11.8 8.1 4.3 34.6 69,490.2 0 33,282 18,487 △ 14,795 0

令和9年 11.8 8.1 4.3 34.7 69,679.0 0 33,372 18,537 △ 14,835 0

令和10年 11.8 8.1 4.3 34.8 69,808.8 0 33,434 18,572 △ 14,863 0

現行 19.1 6.1 4.4 26.9 85,426.8 0 40,589 20,496 △ 20,093 0

令和8年 19.1 6.1 4.4 26.9 85,388.7 0 40,896 20,487 △ 20,409 0

令和9年 19.1 6.1 4.4 26.9 85,426.8 0 40,914 20,496 △ 20,418 0

令和10年 19.1 6.1 4.4 27.0 85,648.3 0 41,020 20,549 △ 20,471 0

現行 36.9 13.2 7.8 102.9 355,385.9 0 168,854 145,097 △ 23,757 0

令和8年 36.9 13.2 7.8 102.9 355,385.9 0 170,208 145,097 △ 25,111 0

令和9年 36.9 13.2 7.8 102.9 355,385.9 0 170,208 145,097 △ 25,111 0

令和10年 36.9 13.2 7.8 103.1 356,359.6 0 170,674 145,495 △ 25,180 0

※路線名欄には、系統毎に記載すること。

※現行の欄には、事業者及び市町が提出した申出書及び申し出路線の現況の最終年度の数値を記入すること。

※運行形態の欄には、乗合バス、自主運行バス、乗合タクシー、スクールバス、医療バス、無料バスなどの種別を記入すること。

※運行事業者の欄には、運行形態に関わらず、実際に運行事業を行う者の事業者名又は団体名を記入すること。

※競合区間欄には、当該系統に競合する系統数、競合する区間の競合率及び総輸送量並びにキロ程を記載すること。

※競合区間のカット額は、カットの対象となる系統について、欠損額に［競合区間キロ程／系統キロ程］を乗じて得られた額を記載すること。

※平均乗車密度、輸送量、経常費用、経常収入、欠損額の計画はその算出根拠を別途添付すること。

※国庫補助対象となる系統については、前年10月～当年９月を１年度として算定した数値を記入すること。

御殿場市
裾野市

104
14

60-2

御殿場市生活交通確保計画（案）
06 御 都 整 第 号
令 和 年 月 日

事業者番号
又は

市町コード

申し出
番号

区分
系統名
(路線名)

運行系統 輸送サービスの範囲
（路線沿線の需要と特性、

地域住民数、利用者の属性など）

輸送サービスの形態
関係市町名 運行時間帯

起　点 終　点 運行事業者名

御殿場市
裾野市
三島市

104
14

44-1 駿河小山線 御殿場駅 一色 駿河小山駅

朝夕は、小山町内から御殿場駅方面への通
学・通勤による生活移動が多い。
日中は、高齢者や主婦層を中心に沿線に存
する行政施設やスーバーなどの商業施設へ
の移動が多い。

乗合バス 富士急モビリティ
御殿場市
小山町

104
14

41-2 御殿場線 御殿場駅 裾野駅入口 三島駅

通勤・通学・通院・買い物の需要、また
JR御殿場線に並行し、各駅間を結ぶ路線
として地域住民及びビジネス客による需
要がある。

乗合バス 富士急モビリティ

104
14

41-2

△ 14,067

国庫補助

十里木線 御殿場駅 須山 十里木

須山地区（十里木含む）、原里地区民に
よる通勤・通学、御殿場駅周辺への通院
買い物、御殿場駅へのアクセスがあり、
土休日は観光客の利用もある。

乗合バス 富士急モビリティ

事業者番号
又は

市町コード

申し
出
番号

区分

キロ
程

1日
あたり
運行
回数

104
14

63-1 河口湖線 河口湖駅 膳棚
旭日丘

御殿場駅

静岡県東部と山梨県富士五湖地域を結ぶ
一次交通としての利用や、御殿場駅周辺
と須走地区間の沿線に存する学校（御殿
場西高校）・病院等の生活拠点への利用
が多く、土休日は観光客の利用もある。

乗合バス
富士急モビリティ

富士急バス

地域に密着したPRを行い、需要
の掘り起こし、収支改善を図
る。

平均

乗車

密度

輸送量
実車走行
キロ程

競合
区間
キロ
程

経常費用 経常収入 公的
支援
の
方法

収支改善策
ａ－ｂ

(千円)

△ 14,370

△ 14,370

△ 14,409

合計額

御殿場市
小山町

104
14

60-2

△ 20,093

国庫補助
増収対策として、ハイキングやテーマパー
ク利用など観光利用を取り込む施策を行
う。

104
14

44-1

△ 14,569

104
14

63-1

△ 23,757

国庫補助
△ 25,111

△ 20,409

△ 20,418

△ 20,471

△ 25,111

△ 25,180

国庫補助
地域に密着したPRを行い、需要
の掘り起こし、収支改善を図
る。

△ 14,795

△ 14,835

△ 14,863

包括的に運行する「河口湖駅～御殿場駅～御
殿場ﾌﾟﾚﾐｱﾑ・アウトレット系統」と共に、利便性
（30分間隔運行）をＰＲし利用を取り込んでい

く。

資料３－２
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様式第６号（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

　静岡県生活交通確保対策協議会長　様
御殿場市長　　勝 又　正 美

　令和6年度の生活交通確保計画案を作成したので、提出します。

経過地 運行形態

現行 6:41

計画 6:41

現行 15：00～18：40

計画 15：00～18：40

現行 6：45～19:10

計画 6：45～19:10

現行 8:05

計画 8:05

現行 7：10～16:10

計画 7：10～16:10

現行 9:40～16:20

計画 9:40～16:20

現行 7:08

計画 7:08

現行 7:33～17:05

計画 7:33～17:05

現行 12:35～14:45

計画 12:35～14:45

現行 9:10～17:30

計画 9:10～17:30

現行 10:15～13：30

計画 10:15～13：30

現行 9:40～14：00

計画 9:40～14：00

現行 8:00～19：05

計画 8:00～19：05

現行 6:38～20：10

計画 6:38～20:10

現行 8:40～17:05

計画 8:40～17:05

現行 7:50～8：20

計画 7:50～8：20

現行 東田中二丁目 9:00～14：30

計画 9:00～14：30

現行 8:05～15：15

計画 8:05～15：15

現行 6:21～20：40

計画 6:21～20：40

現行 6:38～20：10

計画 6:38～20：10

現行 8:05～15：15

計画 8:05～15：15

欠損額
競合区間の
カット額

ａ ｂ

(km) (回) (人) (人・回) (km) (km) (千円) (千円) (千円) (千円)

現行 6.1 0.3 2.2 0.7 1,457.9 0 692 291 △ 401 0
平日の

み

計画 6.1 0.3 2.2 0.7 1,464.0 0 701 292 △ 409 0

現行 5.8 0.6 2.5 1.5 2,681.8 0 1,274 645 △ 629 0

計画 5.8 0.6 2.5 1.5 2,544.0 0 1,218 612 △ 606 0

現行 10.5 2.2 6.5 14.0 16,548.0 0 7,862 6,310 △ 1,552 0

計画 10.5 2.1 6.5 13.8 16,348.5 0 7,829 6,234 △ 1,595 0

現行 9.4 0.3 5.8 1.8 2,246.6 0 1,067 881 △ 186 0

計画 9.4 0.3 5.8 1.9 2,256.0 0 1,080 885 △ 195 0

現行 13.7 1.3 5.4 7.1 13,289.0 0 6,314 3,419 △ 2,895 0

計画 13.7 1.3 5.4 7.1 13,152.0 0 6,298 3,384 △ 2,914 0

現行 9.7 0.7 3.6 2.3 4,636.6 0 2,202 1,042 △ 1,160 0

計画 9.7 0.7 3.6 2.3 4,656.0 0 2,229 1,046 △ 1,183 0

現行 8.2 0.3 3.7 1.2 1,992.6 0 946 571 △ 375 0

計画 8.2 0.3 3.7 1.2 1,968.0 0 942 564 △ 378 0

現行 8.6 1.3 3.6 4.7 8,295.4 0 3,941 2,354 △ 1,587 0

計画 8.6 1.3 3.6 4.7 8,238.8 0 3,945 2,338 △ 1,607 0

現行 9.0 1.5 3.1 4.5 9,576.0 0 4,549 1,981 △ 2,568 0

計画 9.0 1.5 3.1 4.5 9,693.0 0 4,642 2,005 △ 2,637 0

現行 9.5 2.1 3.7 7.8 14,621.3 0 6,947 3,338 △ 3,609 0

計画 9.5 2.1 3.7 7.8 14,791.5 0 7,084 3,377 △ 3,707 0

現行 12.4 0.5 2.4 1.2 4,761.6 0 2,262 805 △ 1,457 0

計画 12.4 0.5 2.4 1.2 4,637.6 0 2,221 784 △ 1,437 0

現行 13.4 0.5 4.4 2.3 5,145.6 0 2,444 1,390 △ 1,054 0

計画 13.4 0.5 4.4 2.2 5,011.6 0 2,400 1,354 △ 1,046 0

現行 5.8 1.5 4.9 7.2 6,281.4 0 2,984 2,656 △ 328 0

計画 5.8 1.6 4.9 8.0 6,960.0 0 3,333 2,943 △ 390 0

欠損額
競合区間の
カット額

ａ ｂ

(km) (回) (人) (人・回) (km) (km) (千円) (千円) (千円) (千円)

現行 6.5 5.5 6.1 33.3 25,967.5 0 12,337 11,963 △ 374 0

計画 6.5 5.4 6.1 33.0 25,681.5 0 12,299 11,831 △ 468 0

現行 7.3 7.0 5.3 37.0 37,230.0 0 17,689 16,714 △ 975 0

計画 7.3 7.0 5.3 36.9 37,127.8 0 17,781 16,668 △ 1,113 0

現行 9.9 0.7 4.1 2.6 4,756.1 0 2,259 1,422 △ 837 0

計画 9.9 0.7 4.1 2.6 4,752.0 0 2,275 1,421 △ 854 0

現行 3.4 0.7 0.9 0.6 1,668.2 0 792 242 △ 550 0

計画 3.4 0.7 0.9 0.5 1,632.0 0 781 237 △ 544 0

現行 8.2 0.7 5.6 3.6 3,943.5 0 1,873 1,995 122 0

計画 8.2 0.7 5.6 3.6 3,936.0 0 1,885 1,991 106 0

現行 11.2 3.7 7.6 28.2 30,391.8 0 14,440 15,724 1,284 0

計画 11.2 3.6 7.6 27.4 29,500.8 0 14,129 15,263 1,134 0

現行 4.7 2.6 5.8 15.0 8,886.8 0 4,222 3,740 △ 482 0

計画 4.7 2.5 5.8 14.7 8,708.6 0 4,170 3,665 △ 505 0

現行 9.2 1.7 3.7 6.1 11,229.5 0 5,335 3,134 △ 2,201 0

計画 9.2 1.3 3.7 4.8 8,832.0 0 4,229 2,465 △ 1,764 0

※路線名欄には、系統毎に記載すること。

※現行の欄には、事業者及び市町が提出した申出書及び申し出路線の現況の最終年度の数値を記入すること。

※運行形態の欄には、乗合バス、自主運行バス、乗合タクシー、スクールバス、医療バス、無料バスなどの種別を記入すること。

※運行事業者の欄には、運行形態に関わらず、実際に運行事業を行う者の事業者名又は団体名を記入すること。

※競合区間欄には、当該系統に競合する系統数、競合する区間の競合率及び総輸送量並びにキロ程を記載すること。

※競合区間のカット額は、カットの対象となる系統について、欠損額に［競合区間キロ程／系統キロ程］を乗じて得られた額を記載すること。

※平均乗車密度、輸送量、経常費用、経常収入、欠損額の計画はその算出根拠を別途添付すること。

※国庫補助対象となる系統については、前年10月～当年９月を１年度として算定した数値を記入すること。

104
14

御殿場市生活交通確保計画（案）
06 御 都 整 第 号
令 和 年 月 日

事業者番号
又は

市町コード

申し出
番号

区分
系統名
(路線名)

運行系統 輸送サービスの範囲
（路線沿線の需要と特性、

地域住民数、利用者の属性など）

輸送サービスの形態
関係市町名 運行時間帯

起　点 終　点 運行事業者名

44-3 駿河小山線 御殿場駅 仲町 佐野川 早朝の通勤、通学利用 乗合バス 富士急モビリティ 小山町

104
14

54-1 神場・原里循環線 御殿場駅
神場中

原里支所
御殿場駅

朝夕の通勤・通学、高齢者等の通院・買い物、板妻地区
内企業への通勤

104
14

44-3 駿河小山線 御殿場駅 仲町 一色 早朝の通勤、通学利用 乗合バス 富士急モビリティ 小山町

乗合バス 富士急モビリティ ----

わさび平

小山町

104
14

小山高校線 御殿場駅 仲町

冨士霊園
土休日における御殿場駅周辺への買い物や富士霊園への墓

参等による利用 乗合バス 富士急モビリティ 小山町

104
13

冨士霊園線 御殿場駅
富士

スピードウェイ
冨士霊園

土休日における御殿場駅周辺への買い物や富士霊園への墓
参、スピードウェイ行きの利用 乗合バス 富士急モビリティ

小山高校

事業者番号
又は

市町コード

申し
出
番号

104
14

54-3

104
14

滝ヶ原線

104
12

冨士霊園線 御殿場駅

△ 2,895

△ 2,914

市町単
104
14

44-3
△ 401

104
14

54-5 市町単

104
14

54-1

△ 606

区分

キロ
程

1日
あたり
運行
回数

平均

乗車

密度

特別支援学校線 御殿場駅 富士岡 特別支援学校 沿線住民の買い物利用、沿線の公共施設や病院の利用 乗合バス 富士急モビリティ

通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

△ 1,595

公的
支援
の
方法

収支改善策
ａ－ｂ

(千円)

輸送量
実車走行
キロ程

競合
区間
キロ
程

経常費用 経常収入 合計額

△ 1,552
市町単

通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

通勤時の御殿場駅における鉄道ダイヤとの接続などに

配慮しながら利便性向上・収支改善を図る。△ 409

△ 186
市町単

通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。△ 195

△ 629
市町単

通勤時の御殿場駅における鉄道ダイヤとの接続などに

配慮しながら利便性向上・収支改善を図る。

104
14

市町単
通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

104
14

市町単
幹線（河口湖線、滝ヶ原線）との接続連携策を検討す

る。収益確保策として、沿線の観光資源（富士山樹空

の森）を活かした地域ＰＲを行う。

東山、深沢、二の岡地域の高齢者の通院・買物など、ニーズ

把握に努める。河口湖線の御殿場ﾌﾟﾚﾐｱﾑ・ｱｳﾄﾚｯﾄ行きと連

携した地域ＰＲを行い、利用者増を図る。

104
14

59-1 市町単
原里地区企業への通勤者や、原里・印野地区住民の通

勤通学など、沿線のニーズ把握に努め、利便性向上・

収支改善を図る

市民交流センター経由便（51-2）と共に幹線モードと

して、「市民交流センター」での他系統への乗継利便

を高め利用者増を図る。

輸送量
実車走行
キロ程

競合
区間
キロ
程

経常費用 経常収入 合計額

幹線（河口湖線、滝ヶ原線）との接続連携策を検討す

る。収益確保策として、沿線の観光資源（富士山樹空

の森）を活かした地域ＰＲを行う。

104
14

市町単
鉄道への接続に配慮し、生活交通や参拝などの利用に対す

る利便性向上・収支改善を図る。

御殿場駅
朝の板妻地区内企業への通勤、板妻・原里地区から御殿
場駅までの通勤 乗合バス 富士急モビリティ ----

104
9

市町単
通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

104
14

市町単
通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

市町単
通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

104
14

104
14

市町単
通勤、通学利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

市町単
通勤、生活利用などのニーズ把握に努め、利便性向

上・収支改善を図る。

市町単

104
14

104
14

公的
支援
の
方法

収支改善策

104
14

57-2 東山循環線 御殿場駅

104
14

54-3 神場・原里循環線 御殿場駅
原里支所
北の原

仲町
二の岡

----
104
14

54-5 神場・原里循環線 御殿場駅
神場南

原里支所
御殿場駅 朝夕の通勤・通学の利用 乗合バス 富士急モビリティ

----

104
9

印野線 御殿場駅 中畑 印野本村
朝の通勤・通学の利用、駅周辺への高齢者等の買い物・

通院等に利用 乗合バス 富士急モビリティ

104
14

59-1 印野線 御殿場駅 板妻 印野本村
板妻地区企業への通勤者や、板妻・印野地区民の通勤通
学帰宅時の利用 乗合バス 富士急モビリティ

----59-2

104
11

印野線 御殿場駅
中畑

樹空の森
印野本村

駅周辺での買い物や通院からの帰宅、樹空の森へのアク
セス等 乗合バス 富士急モビリティ

104
10

印野線 御殿場駅
板妻

樹空の森
印野本村

駅周辺での買い物や通院からの帰宅、沿線企業からの帰
宅、樹空の森へのアクセス等 乗合バス 富士急モビリティ59-6

59-7

小山町

朝夕の通勤・通学の利用、日中は高齢者の通院等利用 乗合バス 富士急モビリティ 小山町

富士急モビリティ

朝夕の通勤通学、高齢者等の通院・買い物等利用、青少年交
流の家利用者、滝ケ原駐屯地関係者の利用

----

早朝・夕方の通勤、通学利用
（御殿場高校、小山高校生） 乗合バス 富士急モビリティ

御殿場駅周辺への通院や買い物等の利用や御殿場線への
乗り継ぎ需要 乗合バス

104
14

104
14

104
14

事業者番号
又は

市町コード

104
14

104
14

104
14

鉄道への接続に配慮し、生活交通や参拝などの利用に対す

る利便性向上・収支改善を図る。富士スピードウェイ目的客

に対しても利用促進を図る。

104
14

通勤時の御殿場駅における鉄道ダイヤとの接続などに

配慮しながら利便性向上・収支改善を図る。

市町単
御殿場駅における鉄道ダイヤとの接続、学校の始業時

間などに配慮し地域へのＰＲを行う。

△ 1,457

区分

平均

乗車

密度

△ 328

△ 390

△ 1,054

△ 1,046

申し
出
番号

キロ
程

1日
あたり
運行
回数

51-2

51-1

46-7

市民交流センター経由便（51-2）と共に幹線モードと

して、「市民交流センター」での他系統への乗継利便

を高め利用者増を図る。

△ 374

△ 468

ａ－ｂ

(千円)

市町単

御殿場駅 高齢者等による御殿場駅周辺への通院や買い物等の利用 乗合バス 富士急モビリティ ----

104
14

104
10

104
11

御殿場駅 中畑 青少年交流の家 乗合バス 富士急モビリティ

104
14

板妻線 御殿場駅 駒門屋
朝夕の通勤・通学利用、駅へのアクセス、高齢者による

通院・買い物等 乗合バス 富士急モビリティ

104
13

富士学校線 御殿場駅 富士学校

----

----

----

----

----

----

----

104
14

51-2 滝ヶ原線 御殿場駅 市民交流センター 青少年交流の家
朝夕の通勤通学、高齢者等の通院・買い物等利用、青少年交
流の家利用者、滝ケ原駐屯地関係者の利用 乗合バス 富士急モビリティ

朝夕の通勤・通学利用、駅へのアクセス、高齢者による
通院・買い物等 乗合バス 富士急モビリティ 小山町

104
12

チアーズガーデン循環線 御殿場駅
西高校

チアーズガーデン

△ 1,764

△ 2,201

△ 505

△ 482

1,134

1,284

106

122

△ 544

仁杉

東田中線 御殿場駅 御殿場営業所前

中日向線 御殿場駅 一色 上野

60-4 原里支所

△ 550

△ 854

△ 837

△ 1,113

△ 975

御殿場駅
朝夕の通勤・通学利用、駅へのアクセス、高齢者による

通院・買い物等 乗合バス 富士急モビリティ

市町単

△ 1,437

△ 3,609

△ 3,707
市町単

△ 375

△ 378

△ 1,160

△ 1,183
市町単

市町単

△ 2,568

△ 2,637

△ 1,587

△ 1,607

47-3

47-1

62-2

42-5

47-3

47-1

59-7

59-6

59-2

51-1

42-5

46-7

57-4

64-2

48-1

57-2

44-4

62-2

57-4

64-2

48-1

60-4




